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唐津市うみ・やま・かわ環境調和のまちづくり事業の概要 

 

1．唐津市うみ・やま・かわ環境調和のまちづくり事業とは 

唐津市の景観に恵まれた自然環境を守り、次の世代に引き継ぐため、市民参

加による地域環境活動事業を実施する企業、団体、グループ等に対し、その経

費の一部を補助するものです。 

 

 

2．事業概要 

＜補助対象活動＞ 

補助金の交付の対象となる事業は、市民が参加し、自主的、主体的及び継 

続的に取り組みかつ広く市民が参加できる公益的な自然環境と市民生活を調 

和させる事業で、次の各号のいずれかに該当するもの。 

  ❶ 環境保護・環境美化事業 

  ❷ 環境企画・環境教育事業 

  ❸ 環境団体の自主事業の構築・確立事業 

 

＜補助対象者＞ 

 (1) 市内で活動する団体であること。 

 (2) 地域住民等５人以上で構成される団体であること。 

 (3) その目的及び活動が政治又は宗教に偏らないこと。 

 (4) 企業等である場合は、市内に事務所を置いていること。 

 

＜補助額＞ 

補助金の額は、補助対象経費の１０分の９に相当する額とする。ただし、補 

助金の限度額は、下記の表の通りである。 
 

事業区分 限度額 

❶環境保護・環境美化事業 １２万円 

❷環境企画・環境教育事業 ５０万円 

❸環境団体の自主事業の構築・確立事業 １００万円 

 

 

3．平成 31年度の採択状況 
 

事業区分 採択団体数 

❶環境保護・環境美化事業 26団体 

❷環境企画・環境教育事業 4団体 

❸環境団体の自主事業の構築・確立事業 0団体 

 



 
魅力ある中瀬公園造り 

八幡町を美しくする会 

◆ 所在地 〒847-0102 

     唐津市八幡町 753-34 

◆ 代表者 坂本 弘志 

◆ 設立年月日 平成 17年 4月 1日 

◆ 会員数 10名 

◆ 主な活動地域 八幡町 

◆ 本事業補助継続年数 平成 23年～ 

◆ 補助額 120,000円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 会員及び町内の住民、中学生の積極的

な協力で、定期的に草刈りや花木の手入

れをすることで、中瀬公園を憩いの場

所、花公園、運動広場、遊びの広場とし

て安心安全で、そして気持ち良く使って

いただける公園として維持する事が出

来た。また、定期的に手入れをすること

で公園に草や木が生い茂らないので防

犯にもなり、安心して利用してもらうこ

とができた。 

・安心安全、防犯と心安らぐ公園造りが

出来た。 

・花を楽しみに公園に来る人が増えた。 

・中学生が自主的に手伝ってくれるよう

になった。 

・地域住民と中学生の交流活動にもなり

町内の連帯感も一層深まった。 

■ 活動の概要 

中瀬公園は県が年 1 度だけの管理し

かしなくなったため、雑草や樹木が繁茂

して、公園として活用しづらいし、防犯

上もとても危険である。そこで、町内及

び地域住民のため、また子ども達の健全

育成にも役に立ちたいからとの思いで、

会員及び町内の住民、中学生の協力で花

公園造り、花の植栽ツツジ・紫陽花の植

樹、花木の手入れ草刈、木の剪定、生垣

の手入れ除草、ごみ拾い、公園及び公園

駐車場周りの草刈、通学道と幅広くきれ

いにする事が出来た。特に公園の外灯周

り、通学路の外灯周りの整備、枝切りを

大がかりに行った。 

環境保護・

環境美化 

事
業
名 

団
体
名 

2 

常に手入れされている花壇 

活動の様子 



 
中山地区の花いっぱい事業 

中山花づくりの会 

◆ 所在地 〒849-3218 

     唐津市相知町中山 4697 

◆ 代表者 緒方 年明 

◆ 設立年月日 平成 29年 4月 1日 

◆ 会員数 15名 

◆ 主な活動地域 相知町中山地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 102,834円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 花壇は相知町の主要幹線である県道

山崎線沿いにあり、車通りや人通りが大

変多く、地域の人はもとより、通る方に

も快適で美しいと実感していただけた。

特に車を停車し、車から降りて数人で写

真撮影をされる光景が多数あり、大変好

評であった。 

 地域の大人から子どもまでが参加し

て行うことで、花壇づくりを通して、花

や緑を愛する心や環境保全への意識を

高め、生命の尊さや奉仕の心を育むこと

ができた。 

 花づくりの作業は、年間を通した交流

と親睦にもつながり、地域コミュニティ

の活性化につながった。 

■ 活動の概要 

花壇及びフラワーロードに年間を通

して、夏のヒマワリ、秋のコスモス、冬

の菜の花を開花させるため、花壇及びフ

ラワーロードを耕し、種子をまき、除草

や水やりなどの管理作業を行った。 

 ・花壇の準備（5/12） 

 ・ヒマワリの種まき（5/18） 

 ・コスモスの種まき（8/17） 

 ・花壇の準備・菜の花の種まき（12/14） 

除草と水やりは適切な時期に随時、行

った。 

花壇の準備の様子 
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ひまわりの開花の様子 

コスモス開花の様子 



 
志道地区緑花事業 

志道地区福祉推進協議会 

◆ 所在地 〒847-0012 

     唐津市大名小路 1-54 

◆ 代表者 奥村 豊 

◆ 設立年月日 平成 9年 3月 12日 

◆ 会員数 44名 

◆ 主な活動地域 志道地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 120,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 我々の地区は市中心部に位置し、買い

物・観光など訪問者が多数あるため、花

を植え、まちの美化向上に努めていきた

い。 

・化成肥料等ではない環境負担の少ない

有機資材（有機質 100％肥料＆病害予防

に乳酸菌主体の菌剤）を用いることで、

固く締まった土壌環境を少しずつ改善

し街路樹の樹勢回復、維持を図る。 

・花植・管理活動を通して、子ども達は

身近な自然との触れ合い、自然環境に興

味・関心を持つことができる。 

・地区住民の環境美化への意識を高め、

交流の場と機会をつくり親睦を図る。 

・花いっぱい美しい街でお迎えすること

は、唐津観光のイメージアップにも寄与

できる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 唐津観光のイメージアップ。 

地域住民の環境美化意識の向上、交流・

親睦が図られた。 

■ 活動の概要 

地区内の幹線道路沿いの街路樹下、公

園・歩行者専用道路の花壇・フラワーポ

ットに季節の草花を植栽・手入れを行っ

た。 

11 月 16 日、30 日に植栽。状況に応

じ、随時近所の方が手入れを行った。 

植栽地区：大名小路・東城内・西城内・

南城内・北城内・東新興町 
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植栽作業 



 
湯の里環境美化事業 

湯の里会 

◆ 所在地 〒847-0112 

 唐津市浜玉町東山田７７１ 

◆ 代表者 栗原 久夫 

◆ 設立年月日 平成 13年 5月 1日 

◆ 会員数 38名 

◆ 主な活動地域 東山田 湯の本地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 120,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

野田地区の入り口で県道からも眺め

られる場所にある桜、ツツジ、藤を活か

してきれいな景観を守るために、草刈り

作業、除草作業、剪定作業を一緒に行う

ことで、地域愛、情緒安定を与え、共同

作業の大切さも伝えることができる。花

の開花時は老人から通学する児童、通行

する人の目を楽しませることができる。

また、景観を保持するだけではなく防犯

も図ることができる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

やすらぎ荘に隣接した広場、隣接の野

田川の畦畔、川中も除草し、川沿いに植

えられた桜の木の生育を守り、景観を保

持するための草刈り、藤棚の剪定をする

ことで皆が協力しあい、より一層力を入

れて作業ができた。また交流の場もでき

てよかった。 

そして、地域住民・他県からの客層も

増加し、美景を保つことでお客様のやす

らぎの場になり地域活性化につながっ

ている。 

■ 活動の概要 

やすらぎ荘に隣接した広場、隣接の

野田川の畦畔、川中も除草し、川沿

いに植えられた桜の木の生育も守

り、きれいな景観維持する。 

○草刈り・除草作業、ごみ収集 

・6月 29日（土） 7時 30分～11時 

・7月 13日（土） 7時 30分～11時 

・8月 26日（月） 7時 30分～11時 

・9月 25日（水） 7時 30分～11時 

○藤の剪定 

・2月 14日（金） 8時～11時  
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作業の様子 

作業後会員の皆さまと 



 
花畑交流事業 

牧瀬花畑グループ 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 この花壇は、昭和 63 年バイパス工事

終了後、側面にゴミの不法投棄がなされ

たのを地区住民と婦人会が撤去し、整地

し、当時建設省と契約をし、花畑が完成

した。その後、牧瀬杏会で 30 年以上誇

りを持って活動を継続してこられた事

業を引き継いで花壇の手入れを行うこ

ととなった。花壇づくりを通して、花や

緑を愛する心や環境保全への意識を高

めたり、生命の大切さや奉仕の心を育む

ことができる。 

年間を通した水やり草取り等の作業は

会員や地域の方との交流と親睦にもつ

ながり、地域のコミュニティの復活も期

待される。 

花壇は県道沿いにあり、車通りや人通り

が大変多く地域の人だけでなく、通る方

にも快適で美しいと実感していただけ

る。 

・場所：県道 350号牧瀬交差点横の厳木

歩道橋下 

・広さ：170平方メートル 

・春と秋の 2回、花苗植えをし、定期的

に管理を行う。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果  

・学校の近くと言う事もあり、草刈りの

時、花植替えの時も子どもさんからの声

掛けが心なしか多く感じられたこと 

・新しい協力者が 1人増えたこと 

・会員の地道な手入れと天気にもめぐま

れ花がとてもきれいに咲いてくれたこ

と 

・花畑がいつも美しい 

・通る人の笑顔に出逢える 

・会員の会話が弾む 

・花壇づくりを通して、花や緑を愛する

心や環境保全への意識を高めることが

できた 

・生命の大切さや奉仕の心を育むことが

できた 
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花植えの様子 

◆ 所在地 〒849-3113 

     唐津市厳木町牧瀬 24 

◆ 代表者 白水 満里子 

◆ 設立年月日 平成 30年 5月 1日 

◆ 会員数 17名 

◆ 主な活動地域 厳木町牧瀬 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30年 

◆ 補助額 120,000 円 

 

作業の様子 



 
佐志児童公園付近環境美化事業 

佐志はななみ会 

◆ 所在地 〒847-0112 

 唐津市佐志南３８７２ 

◆ 代表者 熊本 大成 

◆ 設立年月日 平成 30年 6月 1日 

◆ 会員数 85名 

◆ 主な活動地域 佐志南、中里、中通、

浜地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30年～ 

◆ 補助額 120,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

佐志児童公園に花壇が 4 か所（約 40

㎡）あるが、手入れなど何もされていな

い。そこに年間を通して花を植え、楽し

めるようにすることで、さらに人が集う

ことによって憩いの場所となる。その道

の向かいには燃えないゴミ収集所があ

り、ゴミが散乱する傾向にあるので、そ

こもきれいにしたい。また、そこから上

流に向かう佐志川の川辺（左岸側約 500

ｍ）の清掃・草刈りも行う。 

花壇づくり、地域の美化活動を通し

て、花や緑を愛する心や環境保全への意

識を高めたり、地域コミュニティの形成

も期待する。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

これまで手入れされていなかった児

童公園の花壇づくり、地域の美化活動を

通して、花や緑を愛する心や環境保全へ

の意識を高めることができた。 

会員によって、常に整備されたことに

よって児童公園に来る人が増えた。地域

の方々の憩いの場となり、地域コミュニ

ティの形成も期待される。 

■ 活動の概要 

・児童公園の花壇に花植え 

6/15、11/13 ※適宜：水やり等実施 

・児童公園の草刈り、花壇の手入れ 

4/27、4/28、6/3、6/4、6/5、6/6、8/8、

8/9、10/11、10/12、3/18 

・佐志川沿いの草刈り清掃 

8/10、8/11、8/12、10/13、10/14、10/15 
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花植えの様子 

花壇の様子 



 
夕日地区の美しい山川再生事業 

夕日の美しい山川を造ろう会 

◆ 所在地 〒847-0032 

    唐津市夕日 84 

◆ 代表者 大木 美喜夫 

◆ 設立年月日 平成 23 年 4 月 1 日 

◆ 会員数 10 名 

◆ 主な活動地域 夕日区内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 24 年～ 

◆ 補助額 120,000 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

夕日川の荒廃及び地域住民の高齢化

による耕作放棄地の増加、猪による周辺

田畑の被害も多く困っている状態であ

る。川を中心に花木植栽を行うと共に休

耕地の整備を行い、蛍の再生、遊歩道の

設置を行い環境整備を図ると共に地域

住民の健康増進に寄与する。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 夕日川の荒廃や耕作放棄地が増大と

なり、猪による被害も多く地区に残され

ている貴重な里山の回復に桜、つつじ等

の植樹を行うとともに自然に親しめる

遊歩道の設置を行い環境保全を図ると

ともに自然の大切さの意識を高める事

ができた。 

１．植樹により耕作放棄地の有効活用が

できた。 

２．ゴミ、缶等のポイ捨ても無くなり自

然環境に対する地域住民の美化意識が

活発化し地権者による耕作放棄地の草

刈等も行われるようになり住民との共

通認識を得た。 

３．この活動を通じて会員間の親睦が尚

一層高まり次の活動の原動力となった。 

■ 活動の概要 

１．夕日川の環境整備 

・5 月、10 月に地域住民と共に自然環境

の回復、保護のため川の草刈（5/12・

10/12）、泥上げ(5/26・10/20）等の環境

整備活動実施  

２．桜植樹地の管理 

・4 月～9 月ボランテｲアによる桜植樹地

の草刈(4/6・4/7・5/2・5/3・6/30・8/16・

8/17・9/10・10/27)、倒木防止処理(6/17)

を行った。 

・2 月に桜枯木及び倒木個所の追加植樹

及び施肥、ﾂﾂｼﾞ、紫陽花の植栽を行った。 

（2/16・2/23・2/24・2/25・2/27） 

・2 月に猪防護柵の設置を行った。(2/16) 
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猪防護柵の設置 

桜植樹の管理 



 
呉服町緑花事業 

協同組合呉服町商店街 

◆ 所在地 〒847-0052 

 唐津市呉服町 1799-5 

◆ 代表者 坂本 直樹 

◆ 設立年月日 昭和 39年 2月 25日 

◆ 会員数 31名 

◆ 主な活動地域 唐津市呉服町 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 120,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

市中心部に位置し、買い物・観光など

訪問者多数。これまでも小規模に花植・

環境美化活動を実施していたが、補助金

利用をきっかけに拡大を図りたい。 

花苗植栽と手入れにより、地区住民の

環境への意識を高めることができる。ま

た、交流の場と機会づくりとなり親睦を

図ることもできる。 

環境美化による唐津観光のイメージ

アップと防犯効果が期待できる。 

 

年 2回の「石畳清掃活動」の日に合わ

せ、花苗の植栽と手入れを行った。初夏

にはベゴニア、冬にはパンジーの花苗を

オリーブの木の根元に植栽した。 

1回目：6月 16日 

2回目：11月 14日 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

オリーブの木の鉢に季節の花を植栽

することにより華やかさが増し「賑わい

づくり」に役立った。水やりやこまめな

手入れによる成長した木が印象的で「オ

リーブ通り」との呼び名があるくらいに

定着した。お客様にも緑の多い歩行者専

用道路として喜ばれている。また、オリ

ーブの木を置くことによって自転車を

降りて通ていただくなど安全面でも役

立っている。手入れの仕方や情報なども

共有し、地区住民どうしの交流も促さ

れ、環境美化への意識も高まった。 
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植栽後の様子 

植栽の様子 



 
玄海国定公園の保全と風致を守る事業 

風致を守る会 

◆ 所在地 〒847-0404 

     唐津市鎮西町波戸 452 

◆ 代表者 坂本 司 

◆ 設立年月日 平成 29年 2月 1日 

◆ 会員数 6名 

◆ 主な活動地域 波戸地区内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 120,000 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 手入れがされなくなり、風致景観の低

下が著しいところを手入れすることに

より、自然環境と風致景観を保全するこ

とができた。 

観光客や通る人の目を楽しませること

ができた。 

■ 活動の概要 

約 50 年間放置されたため風致景観の

低下や森林の生育環境の悪化が著しい

ので、桜やツバキなどを残し、雑木の間

伐をチェーンソーで行い、下草刈を行い

景観を良くした。 

天気の良い日と都合の良い日は、会長

は毎日、活動した。 

①椿園の雑木やダン竹の伐採 

②昨年伐採したところの下草刈り 

③伐採後には花木苗の植樹 

④花苗をプランターに植え、整備したと

ころや歩道に並べ景観をよくする 

環境保護・ 

環境美化 

事
業
名 

団
体
名 

雑木伐採後、海が見えるようになった 

10 

花づくりの様子 

■ 活動の背景と目的 

 波戸区域内には、県、市等が買収後、

約 50 年間、放置したため畑だったとこ

ろに雑木や竹が繁茂している。そのた

め、風致景観の低下や森林の生育環境の

悪化が著しいため、森林保育を行い、自

然環境と風致景観を保護し、末永く後世

に引き継ぐため。 



 
佐志浜人工海浜の美化事業 

ネイバーズ 

◆ 所在地 〒847-0115 

唐津市佐志浜町 4525‐2 (佐志公民館内) 

◆ 代表者 甲藤 麻美 

◆ 設立年月日 平成 28年 4月 5日 

◆ 会員数 10名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 120,000 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・佐志校区住民による主体的な美化活動

と、校区の活性化に対する意識が高まっ

た。 

・子どもたちがボランティアに参加する

ことによって、子どもと地域をつないで

いくことができる。 

・活動を通じて喜びや満足感を得た。 

・人間関係の広がりの効果や、奉仕の心

が育まれた。 

・学校周辺の環境がよくなった。 

校区の子どもたちと一緒に美化活動を

行うことで、子どもたちに環境保全の大

切さを伝えていきたい。 

■ 活動の概要 

人工海浜は校区住民の原風景であり、

海から漂着したゴミや利用者が残した

ゴミ等を清掃し、原風景とも言える人工

海浜を美しく保つ。学校周辺の空き地

（荒地）を美しくするため花壇をつく

る。清掃、美化活動を通して地域住民の

交流を深める。 

今回は公民館の放課後子ども教室と

連携して、活動した。 

〇6月 7日(金)17：00～19：00 

学校周辺空き地：除草作業 

○６月３０日(日)9：00～11：30 

学校周辺空き地：花植え 

○７月７日(日)9：00～11：00 

佐志浜人工海浜清掃作業 

○１０月２２日(火・祝)9：00～11：30 

学校周辺空き地：花植え 

○随時：除草作業、水やり、花壇整備 
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海浜清掃の様子 

花壇の花植え 



 
きれいにしようわが町 ‘鏡辻’ を 

鏡辻町内会 

◆ 所在地 〒847-0022 

 唐津市鏡１３１９－１ 

◆ 代表者 脇山 博文 

◆ 設立年月日 昭和 58年 1月 1日 

◆ 会員数 759人 

◆ 主な活動地域 鏡辻町内 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 120,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

鏡町内会の中心部の歩道でありなが

ら、街路樹の根元、溝の中、歩道の縁石

の隙間などから草がボウボウと生い茂

っている状態なので、通る度に何とかで

きないかと思っていた。子ども達の通学

路でもあり、歩行者にも気持ち良く歩い

てもらうため、皆に呼びかけきれいにし

たい。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

市道沿線の街路樹の根元に草花苗、球

根を植栽すると共に、街路周辺の草刈り

を実施し、年間を通じて住みよい環境づ

くりに寄与できた。地域住民がこの事業

に参加することにより、環境保全及びボ

ランティアへの意識が高まった。 

通学児童、歩行者及び自動車がこの場

所を通るとき、「ああ、街路がきれいに

なったなあ。」と実感してもらえるよう

になった。 ■ 活動の概要 

市道沿線：延長４５０ｍ、街路樹：３０

箇所。街路樹の根元に草花苗、球根の植

栽及び街路周辺の草刈り 

・７月７日８時～除草、花植え、水・肥

料やり 

・８月２１日８時～除草、球根植え、水

やり  

・１０月１３、２９日８時～除草、水や

り管理 

・１１月５日 道路目地セメント塗り 

・１１月２０日８時～除草、水やり管理 

・１２月１８日８時～除草、水やり管理 

・２月２０日８時～除草、水やり管理 

・２月２４日 花壇の赤レンガ設置 
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作業の様子 

作業の様子 



 
唐津みなと松原プロジェクト 

唐津みなと松原の会 

◆ 所在地 〒847-8511 

 唐津市西城内 1番 1号 

 唐津市みなと振興課 

◆ 代表者 小島 起代世 

◆ 設立年月日 平成 19年 3月 29日 

◆ 会員数 10名 

◆ 主な活動地域 唐津東港地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 118,800円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

唐津東港一帯は、九州みなとオアシス

第一号として、大分の「かんたん公園」

とともに認定された場所です。平成１９

年から「みなと松原の会」で植樹をすす

め松原の再生をしてきました。近年、こ

の東港にも豪華客船が入港する事が増

え、広い範囲での景観形成が必要になっ

てきています。緑化による防風防砂林は

もちろん、海を間近に感じるこのＦ３

（二タ子三丁目倉庫）の認知度を上げ

る、にぎわいを取りもどすため。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

植樹やその後の水やりや草刈り・枝打

ちなどの苗木を守り育てる活動を通し

て、「自然を愛する心」や「緑を大切に

する気持ち」を育てることができた。 

植樹作業に初めて関わる人には、勉強

になったと思うし、みなとオアシス唐津

の緑化活動の一助になったと思う。 

■ 活動の概要 

６月２２日（土）松枝剪定作業 

７月 ３日（水）会議（全６回） 

８月２４日（土）松枝剪定作業  

１２月１４日（土）松間引き作業  

 ２月１４日（金）植樹位置決め 

 ２月２８日（金）松植樹作業   

 ３月１５日（日）防草シート張り 

※地元の大島保育園児や地元住民へ呼

びかけて植樹祭を開催する準備をして

いたが、コロナの影響で出来なかった。  
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作業の様子 

植樹後の記念撮影 



 
幸多里の浜 松原再生事業 

浦共有財産権利組合 

◆ 所在地 〒847-0124 

 唐津市浦 5497 

◆ 代表者 大石 慶志朗 

◆ 設立年月日 1978 年 7 月 1 日 

◆ 会員数 52 名 

◆ 主な活動地域 唐津市浦 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30 年～ 

◆ 補助額 70,452 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・松原の景観が良くなり、観光・釣り等

の来場者が多くなったうえにゴミ等が

少なくなったように感じられる。意識も

変わったように思う。 

・組合を中心に幸多里の浜の環境保全に

取り組み先人から受け継いだ、松原を再

生し潮風から田畑を守るだけではなく、

県内外から多くの人が訪れる憩いの場

所として幸多里の浜を次の世代に引き

継ぐ。 

■ 活動の概要 

松くい虫被害を受け、樹齢 30～100 余

年の大きな松が枯れ、淋しい松原とな

り、美観も損なっていた。 

昨年本事業及び宝くじ松を 100 本いた

だき植樹。 

下草刈りや清掃・枯れ松の補植等松原周

辺を美しく環境保全に取り組んでいく。 

6/16 幸多里の松原下草刈り 24名 

6/19 枯れ松処理 13本 5名 

9/29 幸多里の松原下草刈り 27名 

10/4 枯れ松処理 5本 3名 

1/9 枯れ松処理 2本 2名 

2/9 松苗補植 20本 9名 

環境保護・ 

環境美化 

事
業
名 

団
体
名 

14 

下草刈りの様子 

松の補植作業 

松枯れ防止薬剤散布作業 



 
まちに緑と花を植え飾る事業 

久里地区緑と花を育てる会 

◆ 所在地 〒847-0033 

 唐津市久里 1824（久里公民館内） 

◆ 代表者 小宮 展志 

◆ 設立年月日 平成 11年 4月 1日 

◆ 会員数 19名 

◆ 主な活動地域 久里地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29年～ 

◆ 補助額 120,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

地区の子どもたちと一緒に身近な場

所で緑と花にふれあいながら環境整備

を図ることにより、自然の大切さの意識

啓発や自然を愛する心を育むことがで

き、ひいては地域づくりにつながる。ま

た地域社会に潤いを与えると同時に安

らぎを醸し出してくれ、さらには交通安

全にも寄与出来る。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・花壇は、久里主要幹線で県道沿いにあ

り車通りや人通りが大変多く地域の人

はもとより通る方にも美しく心が和む

と車を停車して言われた。つつじ満開時

等、写真撮影される方が多かった。 

・自分達で手入れする事で愛着が生まれ

た。 

・一緒に汗を流すことで連帯感が生まれ

た。 

・会全員が環境美化の心を育むことが出

来た。 

・会員が一つの束になってこの活動を行

うことで、第三者に楽しみ喜んで頂くこ

とが分かった。 

■ 活動の概要 

○花壇の花苗（ポーチュラカ、パンジー）

植え【久里小学校 3年生と合同】 

6月 14日、11月 14日 

○花壇の手入れ 

 4/13、4/17、5/4、5/12、6/1、6/14、

7/24、8/3、8/17、9/4、10/5、10/9、11/2、

11/14、12/7、3/7 

 ※１月・２月は作業は休み。 

毎月第一土曜に会員が集まり緑地等の

管理（除草作業・水やり）を行う。雨天

の時は第二土曜にする。 

・６月～９月は午前８：００～ 

・４,５,１０月～３月は午前８：３０～  
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花壇の手入れの様子 

小学生と合同花植え 



 

晴気地区ほたるの里再生 花いっぱい運動事業 

ひまわり会 

◆ 所在地 〒847-1526 

     唐津市肥前町入野甲1231-5 

◆ 代表者 岩本 美智子 

◆ 設立年月日 平成 21年 4月 1日 

◆ 会員数 5名 

◆ 主な活動地域 肥前町晴気地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 21年～ 

◆ 補助額 120,000 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 ホタルの生息する川であったが、竹藪

の増殖、雑木林の荒廃、ゴミの不法投棄

等による環境悪化が進によりホタルが

減少してしまった。ホタルを再生するた

めに、川の清掃、周辺の伐採除去作業を

行う。また、住民たちの環境美化意識向

上をめざし、ほたるの住む川再生につな

げるため、川付近の通学路等の清掃・草

刈りや花いっぱい運動を行っている。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 川の周辺の竹藪が増殖し、雑木林の荒

廃が進んだため、激減してしまったホタ

ルを再生するため、川の清掃、周辺の伐

採除去作業を行い、その後に花木を植え

付け、環境保全への意識を高めた。また、

通学路についても同様の作業を行い、子

供たちの安全と自然環境への意識向上

に努めた。 

ホタルの里の再生により恵まれた自

然環境を再発見し、花いっぱい運動によ

って、優しい穏やかな心を育むことがで

きた。通学路が明るくなることで子ども

達の安全への手助けとなり、花を愛でる

ことで自然の優しさに触れて心優しい

子ども達へと成長できている。また、老

人会の参加協力により、住民の方の花、

木への関心が増したように感じられる。

意識的に草取り等をされている様子が

うかがえる。 

 

■ 活動の概要 

① 河川清掃・土手の除草 

② 通学路の草刈り、清掃 

③ 花木植えこみ、手入れ 

④ 竹・木等の伐採 

⑤ 雑草の除去 

計 79回、のべ 157名参加 

⑥ 晴気川周辺でホタル会  

5月 26日 
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花いっぱい運動 



 
西の浜里浜再生事業 

西の浜をきれいに集会 

◆ 所在地 〒847-0852 

    唐津市元旗町 600-10 

◆ 代表者 成冨忠良 

◆ 設立年月日 平成 12 年 6 月 8 日 

◆ 会員数 26 名 

◆ 主な活動地域 西の浜 

◆ 本事業補助継続年数 平成 21 年～ 

◆ 補助額 51,732 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

有志の方々の力を結集し、西の浜、海、

砂浜、松原及び周辺を美しく保つこと、

環境保全の意識の啓発を図ることを目

指して頑張っていくことを目的とする。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

毎月 1 回の活動ですが、会員の活動

で、西の浜の環境美化の一翼を荷うこと

ができた。 

地元の大成小学校の生徒・保護者・校

長先生・教職員の参加が定着してきた。 

会員の努力で西の浜の美化がすすみ、

親睦もできた。 

一般の方で清掃に自主的に活動して

いる方もいるようだ。今後とも観光から

つにふさわしい自然環境を守りたい。 

■ 活動の概要 

①西の浜（約 1.6km）・松原内に打ち寄

せられた浜のゴミの清掃活動 

・日時：毎月 1 回  

春・夏 7:00～8:30   

秋・冬 8:00～9:30 

4/14：20 名、5/12：16 名、6/7：21

名、7/14：6名（雨で中止）、8/11：13

名、9/8：15 名+大志小学校生徒保護

者・職員 20名、10/10：14名、11/10：

14名、 

12/8：17名、1/12：17名、2/9：9名、

3/8：12名 

その他、会員が各自自主的に行った。 

・場所：西の浜、松原内 

〇西の浜・松原内の除草活動 

・草が伸びた時に適宜、草刈り機を持っ

ている人に依頼して行う。 
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活動の様子 

活動後の集合写真 

国土交通省大臣表彰 授賞式 



 
海洋プラスチック廃棄物回収運動 

志道城内老人クラブ 

◆ 所在地 〒847-0012 

 唐津市大名小路 2-8 

◆ 代表者 佐久間 太郎 

◆ 設立年月日 昭和 52年 10月 1日 

◆ 会員数 18名 

◆ 主な活動地域 唐津市志道地区 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 71,300円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

唐津の海岸にもプラスチックのゴミ

が打ち寄せられ、山積している。これら

を少しでも回収することで、子や孫たち

にきれいな海を残していくことは私た

ちの使命である。 

離島の漂着ゴミを減らすこともさる

ことながら、老人クラブのメンバーが主

であるが、周囲の賛同者の輪を少しずつ

広げ、プラスチックゴミの拡散の実態を

参加者に体感してもらい、日頃の生活の

中で少しでも意識し、プラスチックゴミ

を出さないことや無駄のあるライフス

タイルの見直しを行ってもらえる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

10 回の活動で、プラスチックのゴミ

や木材の破片を含めるとボランティア

袋で 300袋程度の回収が出来た。 

活動日が土・日曜日や夏休み等になる

と同じ城内地区にある児童クラブ博心

館の子供達にも参加をしてもらい貴重

な経験をしてもらった。 

■ 活動の概要 

6 月 25 日小川島、7 月 25 日加唐島、9

月 25日馬渡島、10月 25日向島、11月

25日、12月 25日、1月 25日、2月 25

日、3月 25日は西の浜の清掃 

8月の松島は島の区長さんから危険とい

うことで、取り止め、11月 19日には高

島訪問を追加した。 
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活動後の集合写真 

＜すばらしい詩とであったので紹介したい＞ 

 

『あとからくる者のために』 坂村真民 作 

 

あとからくる者のために 

苦労をするのだ 我慢をするのだ 

田を耕し 種を用意しておくのだ 

 

あとからくる者のために 

しんみんよお前は 詩を書いておくのだ 

 

あとからくる者のために 

山を川を海を きれいにしておくのだ 

 

あああとからくる者のために 

みなそれぞれの力を傾けるのだ 

 

あとからあとから続いてくる 

あの可愛い者たちのために 

未来を受け継ぐ者たちのために 

みな夫々自分で出来る何かをしてゆくのだ 



 
鏡立神 3 班花壇作り事業 

四季の花苑を楽しもう会 

◆ 所在地 〒847-0022 

 唐津市鏡 4621-6 

◆ 代表者 河瀬 マチ子 

◆ 設立年月日 令和元年 6月 1日 

◆ 会員数 8名 

◆ 主な活動地域 唐津市鏡 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 120,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

立神 3 班の公園は草だけの公園だっ

たため、昨年から地区の皆さんと花壇作

りを始め、今回は花壇をさらに拡大し

て、皆さんと和気あいあいで綺麗な花壇

を作ろうと有志で行動している。 

地域の大人から（高齢者）子どもまで

が参加して行うことで花壇づくりを通

じて、花や緑を愛する心や環境保全への

意識を高めたりして、共に水やりや草取

りなどの作業、花見の交流と親睦にもつ

ながり、地域コミュニケーションの場と

し地域が楽しくなる環境が期待される。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

立神 3 班の公園に昨年から花壇をつ

くり、地区の皆さんと和気あいあいと楽

しくお花を育てたり愛でたり、草取り作

業をし、その後には、会員そしてひとり

暮らしの高齢者の方々との交流会を行

いました。地域の皆さんがにとってこの

会や花苑がコミュニケーションの場所

となり楽しみで草取り、おしゃべりが出

来てお元気な声、元気な姿を確認されて

良き効果がありました。 

■ 活動の概要 

・8月 1日に花苗植え 

・10月 6日草取り作業実施 

・11 月 9 日草取り作業 ぜんざいをつ

くり高齢者を招きおしゃべり、食事会実

施 

・12 月 7 日草取り作業 豚汁をつくり

高齢者を招きおしゃべり、食事会を実施 

・2月 1日しだれ梅を植樹、ツバキ苗、

水仙等植樹、草取り作業 

・2月 28日沈丁花を植樹 
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花植えの様子 

花壇の様子 



 

■ 活動の概要 

・唐津市浜玉町平原寺の尾山林に、当

クラブ会員・家族・地元の方々にご協力

を頂き、クヌギ苗（2年生地掘り苗）  

２００本を植樹した。 

＜整地・草刈り＞ 

・令和２年３月５、６日 

＜植樹＞ 

・令和２年３月１７日（土） 

１０:００～１２:００ 

  唐津市浜玉町平原寺の尾の山林 

・参加者：３９名 

地球環境保全へ・どんぐりの木植樹 

唐津レインボーライオンズクラブ 

◆ 所在地 〒847-0816 

  唐津市新興町 193 レンガ亭 3階 

◆ 代表者 村山 弘光 

◆ 設立年月日 1980 年 2月 10日 

◆ 会員数 58名 

◆ 主な活動地域 唐津市内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 25年～ 

◆ 補助額 120,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

奉仕活動の一環（地球環境保全）とし

て、どんぐりの木（広葉樹）を植え、広

葉樹の森が創設され、やがて豊かな唐津

の海を育て、唐津の自然を守ることを目

的とする。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

次世代を担う子ども達と植樹活動を

通じて、広葉樹を植える意義や、ひいて

は「森・川・海のつながり」に関心を持

ち「唐津の豊かな海」を守り創っていく

ためにも森の役割が重要だと学ぶこと

ができた。子ども達が、土に触れ自らの

手で植え、自然環境に関心を持ち、ふる

さとを愛する心が育まれた。 

荒れた遊休地がどんぐりの木を植樹

したことにより、整備され数年後は椎茸

の原木となる。豊かな森づくりの基礎を

つくった。 
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植樹後の記念写真 

植樹の様子 



 

 
古窯の森緑化整備推進事業 

唐津ライオンズクラブ 

◆ 所在地 〒847-0012 

    唐津市大名小路 1-54 

◆ 代表者 石﨑 俊治 

◆ 設立年月日 1962 年 10月 1日 

◆ 会員数 54名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 平成 25年～ 

◆ 補助額 120,000円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

里山に、どんぐりの木 1万本を植樹し

て、どんぐりの森を創生することを目的

とした環境保全活動の一環として実施。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 北波多稗田地区の古窯の森の環境組

合とライオンズクラブの自然環境組合

活動の一環で成果が出るには、長い年月

が必要であるが、毎年継続する事が大切

だと思われる。 

植樹を通して、参加者に森林の公益的

機能や自然環境への理解を深めること

ができた。 

樹木の成長により古窯の森公園で地

域の皆さんをはじめ、通行人も楽しませ

る事ができた。 

■ 活動の概要 

クヌギ（2年生）を 200本植樹 

 山間部にある古窯の森に植樹をする

ことで、古窯の森の土壌から流れた養分

が松浦川をへて唐津湾に流れ込み豊か

な自然環境を形成することを期待する。 

 

○日時：令和 2年 2月 23日（日） 

午前 10時より 

○参加者： 

ライオンズクラブ会員   12名 

  古窯の森を育てる会   10名   

合計 22名 

 

植樹の様子 
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植樹後の集合写真 



 
見帰りの滝周辺景観整備事業 

見帰りの滝景観整備の会 

◆ 所在地 〒849-3223 

    唐津市相知町伊岐佐乙 511-5 

◆ 代表者 小松 潤 

◆ 設立年月日 平成 29 年 9 月 1 日 

◆ 会員数 5 名 

◆ 主な活動地域 見帰りの滝周辺 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29 年～ 

◆ 補助額 120,000 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 見帰りの滝下流にある蛍橋周辺の河

川敷には、平成１４年に植樹した河津桜

が綺麗な花を咲かせるようになり、多く

の観光客が訪れている。今後も蛍橋周辺

や、見帰りの滝へと続く河川沿いの雑木

を伐採し、跡地に河津桜や紅葉等の植樹

を行うことで渓流の景観整備を図り、見

帰りの滝の魅力アップに努めていきた

い。 

また、景観整備に地域ぐるみで取り組む

ことにより、更なる郷土愛の醸成や環境

保全の意識高揚に努めることができる。

また、作業を通じ親睦を深めることによ

り地域コミュニティの強化も期待する。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 見帰りの滝下流の景観を阻害してい

る雑木伐採を行い、その跡地へ河津桜を

植樹し景観整備に努めた。また、活動を

通じて郷土愛の醸成、環境保全の意識高

揚、地域住民の交流による地域コミュニ

ティの強化を図ることができた。 

■ 活動の概要 

○支障木伐採特殊作業 

（令和 2年 1月 16日）4人 

 素人では危険な景観支障木伐採を、特

殊作業として専門的な技術を持つ地区

内の林業関係者に依頼。 

〇河津桜植樹作業 

（令和 2年 1月 19日）14人 

河津桜 15 本、植樹 
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河津桜植樹の様子 

支障木伐採の様子 



 
花壇・ﾌﾟﾗﾝﾀｰｶﾞｰﾃﾞﾝ、維持管理事業 

杉野区自治会 

◆ 所在地 〒849-3201 

    唐津市相知町相知 2739-2 

◆ 代表者 松永 一博 

◆ 設立年月日 平成 19 年 4 月 1 日 

◆ 会員数 87 名（世帯） 

◆ 主な活動地域 杉野自治区内 

◆ 本事業補助継続年数 平成 29 年～ 

◆ 補助額 120,000 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 花壇・プランターの維持管理を通し

て、地元住民および通行する人々に快適

で美しいと実感していただくと共に、地

域住民が参加して行うことで、花壇づく

りを通して、花や緑を愛する心や、環境

保全への意識を高めることができた。 

■ 活動の概要 

杉野自治区公民館周辺の花壇および

プランターガーデンの維持管理 

5・ 9月：除草剤散布 

5・10月：花壇耕土 

5・10月：花植え 

※毎月 20 日を杉野自治区環境美化の

日とし、花壇及び公民館・公園周辺の除

草・清掃作業を老人会を中心に実施。 

年間 348 名が参加。 
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作業の様子 

花壇の様子 



 
七山街道景観整備事業 

のいばる養秀会 

◆ 所在地 〒847-1107 

 唐津市七山藤川 1900-1 

◆ 代表者 岡本 泰成 

◆ 設立年月日 平成 29年 8月 1日 

◆ 会員数 6名 

◆ 主な活動地域 野井原区付近 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 120,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

平成 29年より地区若手メンバー（33

～36 歳）で、国道沿いの草木が繁茂し

た状態を改善し、ツツジ等の植樹を行っ

てきた。植樹場所並びに同地区は「なな

のゆ・鳴神の庄」などに近く七山のメイ

ン通りであるため七山への来客者から

よく見える場所である。この場所で環境

美化活動を行うことでイメージアップ

にもつなげたい。また、地域の方々と作

業することで地域美化へ意識を高めて、

地域コミュニティになる活動にもした

い。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

３世代交流植樹イベントとして、地域

の方々に参加してもらい、楽しく作業で

きました。各世代の方々、地域外に住ん

でいる同世代の方に、これまでの活動も

合わせて PRした。 

実質的な効果はまだ先の事ですが、近

所のおばあちゃん達が「楽しみだね」「い

いことしてる」と言ってくれた。 

■ 活動の概要 

＜３世代交流植樹イベント＞ 

3月 8日に実施。 

【参加者内訳】保育園児～小学生：１３

名、１０代学生：２名、３０～４０代：

１０名、５０～７０代：４名 

集落の出入り口で住民の往来が多い場

所に、シャクナゲ（９５本）、花桃（１

２本）、花梅（３本）、椿（４本）、サザ

ンカ（１２本）を植えた。 

景観づくり活動は植樹した後が大切だ

と感じてる。今後の活動の展開をメンバ

ーとよく話し合いたい。 
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植樹の様子 

作業後の集合写真 



 
野田川の桜を守る事業 

野田川桜の会 

◆ 所在地 〒849-5123 

 唐津市浜玉町東山田 1090 

◆ 代表者 原 善博 

◆ 設立年月日 平成 21年 4月 1日 

◆ 会員数 26名 

◆ 主な活動地域 浜玉町東山田野田 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 120,000円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

平成 21 年度から、市のがんばる地域

応援事業を利用して野田川沿いの河川

敷や隣接遊休地の竹や雑木を伐際して5

年間で約 450 メートルほどに桜の苗木

を植え、事業終了後も下草刈り、追肥、

防虫等の適切な管理作業を行い、美しい

景観を守り、育ててきた。 

ここまで育てて来た野田川の桜を、元

の山にしてはいけないと、会員一同下草

刈り等がんばっています。 

そうすることが、会員の交流の場とな

り、環境保全への意識の高揚にもつなが

り、清らかな野田川の流れ、美しい桜並

木が野田地区の宝となり、心のよりどこ

ろになればと願っています。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

桜並木を、定期的に草刈りをすること

で荒らすことなく、美しい景観を保つこ

とができた。また、職業や年齢の違う会

員皆なで作業をすることで、交流が出来

良かった。地域住民や桜並木と並行する

県道を通る人達の目を和ませ心をいや

す場となった。 

■ 活動の概要 

・野田川沿いの植栽した桜の保護のため

の河川敷及び周辺道路脇の草刈り並び

にゴミ拾いによる、美しい野田川の景観

維持 7/29：18名、8/31：19名、9/29：

17名、10/20：18名 

・桜の木の手入れ：追肥（2～3 年生の

小さい木だけ）2/20：4名 
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作業後 

活動の様子 

作業前 



 
どんぐりの森を育てる事業 

久在 

◆ 所在地 〒847-0013 

 唐津市湊町 925（湊岡公民館） 

◆ 代表者 宮本 昇 

◆ 設立年月日 平成 29年 11月 25日 

◆ 会員数 14名 

◆ 主な活動地域 唐津市湊町岡区 

◆ 本事業補助継続年数 令和元年～ 

◆ 補助額 94,449円 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

森林荒廃の進行、耕作放棄地の増加、

有害鳥獣（イノシシ）の被害があとをた

たないなどの問題が岡区にはある。 

そこで、荒廃森林や耕作放棄地を整備

し、クヌギなどを植えどんぐりの森に再

開発することで問題の解決を行う。 

荒廃森林・耕作放棄地の削減かつ有害

鳥獣害対策になる。 

今後、クヌギの植樹を行い、その木が

大きくなればシイタケ栽培の原木とし、

シイタケを栽培し販売していけば、地元

の財源となる森林になる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・手入れされずに森林荒廃が進んでい

た、湊町岡区の山林（面積 1,200㎡）を

どんぐりの森に再開発するために樹木

の伐採、草刈りを行った。 

・来年度の植樹に向け、植樹地の整備

のめどがたってきた。子どもたちにも参

加を呼びかけ植樹ができる日がとても

待ち遠しい。 

・活動を通して会員の環境への興味関

心が向上した。 

■ 活動の概要 

・草刈り機による除草、樹木の伐採、伐

採木の運搬 

 10/9、11/9、12/7、2/1、3/14 

・バックホーによる道路整備、整地、根

っこの除去 

 2/1、3/14 
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活動後 

活動中の写真 

活動前 



 
大白木地域環境整備事業 

大白木夢クラブ 

◆ 所在地 〒847-1108 

    唐津市七山白木 2707 

◆ 代表者 中村 和久 

◆ 設立年月日 平成 30年 4月 1日 

◆ 会員数 7名 

◆ 主な活動地域 大白木地区 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30年～ 

◆ 補助額 120,000 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

交通事故の防止及び不法投棄、空き缶

等のポイ捨てが防止できる。 

また、美しい地域環境を継承し、地域

住民、道路を通行する人々に美しい地域

環境を育む環境教育の醸成ができる。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

 県道藤川～二丈線（ホタルロード）等

の国道３２３号線から福岡県境（糸島

市）まで沿線の環境整備（竹の撲滅）を

実施し、「空き缶等のポイ捨て」のしに

くい環境づくりと地域住民の環境美

化・環境のまちづくりへの意識改革を図

ることができた。 
■ 活動の概要 

「県道藤川～二丈線（ホタルロード）」

「林道浮岳～羽金山線沿線」等沿線整備

（竹の撲滅） 

区内を通る県道藤川～二丈線は福岡

につながるため、交通量も多く、ゴミの

ポイ捨てが後を絶たない。そこで、大白

木住民でポイ捨てのしにくい環境づく

りを実施する。 

 既に今年度１回竹を伐採し竹枯らし

剤を散布した箇所に、２回目の竹枯らし

剤を散布し、竹を根絶させる。 

（１）県道藤川～二丈線（ホタルロード）

沿線整備 

・竹枯らし剤、除草剤散布 

（２）林道浮岳～羽山線沿線整備 

・竹枯らし剤散布 

（３）県道藤川～二丈線（ホタルロード）

沿線整備 コスモス園の造成 

事
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コスモス種子まきの様子 

環境保護・ 

環境美化 

竹伐採

実施前 

竹伐採

実施後 



 
玄海地区の環境保全に資する事業 

玄海地区生物教育研究所 

◆ 所在地 〒847-0821 

     唐津市町田 1 丁目 6－31 

◆ 代表者 飯田 勇次 

◆ 設立年月日 平成 11 年 5 月 1 日 

◆ 会員数 14 名 

◆ 主な活動地域 玄海地区の離島及び海岸地域 

◆ 本事業補助継続年数 平成 26 年～ 

◆ 補助額 497,196 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 玄海地区の住民(小中学生を含め)を対象に

環境教育を中心に、環境保全・啓発活動に取

り組むことで、特に生物多様性保全の重要性

について、住民の環境保護意識の向上を図り、

地域住民による保全活動を推進していくこと

を目的とする。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

①新井氏（海藻研究所所長）の潜水調査を中

心に、松島～加唐島周辺の４月の海産生物調

査を行った。「磯焼け現象」が、進んでいる場

所を確認できた。アオワカメのおおよその繁

茂状態を把握できた。柘植氏(佐賀県工業支援

センター特別研究委員)、山内氏（新産業創出

研究員）の参加もあり、海藻のサンプリング

も行った。 

②玄海地区の小中学生と保護者合同で、飯田

氏(玄海地区生物教育研究所所長)の指導を受

け、弁天島周辺の潮間帯の海産生物について、

採集や観察を行い、その分類・生態について

学習できた。 

③玄海地区の小中学生と保護者合同で、上赤

氏(佐賀県自然史研究会事務局)や溝上氏(佐

賀県昆虫同好会)の指導を受け、馬渡島の植物

や昆虫の分類・生態について学習できた。 

④玄海地区の小中学生と保護者合同で、井上

氏（加唐小中学校校長）や村岡氏（ドローン

担当）の指導を受け、ドローンが飛ぶ原理、

ドローンの操縦、紙飛行機を作製し、飛行時

間などを競争した。 

⑤玄海地区の小中学生と保護者合同で、内川

氏(佐賀県地学同好会事務局)や古賀氏(唐津

市立加唐中学校教諭)の指導を受け、岩石・地

層について学習できた。特に、断層のでき方

と地層の関係についても、自分たちの思考力

を駆使して考えることができた。 

⑥新井章吾氏(海藻研究所所長)の松島住民に

対する講演会によって、「０次産業による一次

産業の再生」について意見交換を実施できた。 

■ 活動の概要 

下記２点に取り組むことで、小中学校・児

童クラブ・公民館活動にも良い影響を期待で

きるし、環境保全・啓発活動に繋がる。さら

に新たな産業資源の開発に役立つと思う。 

 

（１）玄海地区の海産生物調査と海藻の成分

分析調査のサンプリングを実施する。 

・海藻類調査：新井章吾（海藻研究所所長） 

・海藻成分調査：柘植啓介（佐賀県工業支援

センター特別研究員） 

山内良子（新産業創出研究員） 

（２）「環境教育に関する子ども科学教室」 

・小中学生を中心に年間４回の「多様な環境

教育」を実施する。 

①6/2（日）弁天島：海産生物観察会 

②6/22（土）馬渡島：植物・昆虫の観察会 

③8/ 3（土）加唐小中学校：紙飛行機・ドロー

ン体験 

④8/31（土）弁天島周辺：地学巡検 

環境企画・

環境教育 
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弁天島での海産生物観察会の様子 



 

口にする食品で有用環境微生物（マイエンザ）を作り、 

愛用して環境活動を実践しよう！ 

唐津マイエンザを愛好する会 

◆ 所在地 〒847-0022 

     唐津市鏡 1243-4 

◆ 代表者 坂本 三ヤ子 

◆ 設立年月日 平成 21年 1月 10日 

◆ 会員数 17名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 平成 25年～ 

◆ 補助額 144,000 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

安心・安全・安価な食品を資材とし 

て、子どもも大人も簡単に作ることがで

きる「マイエンザ」の作り方・及びその

使い方を伝え、身近なところから環境活

動を実践することを広める。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

安心・安全・安価な食品を資材として、

子供も大人も簡単に作ることができる

「マイエンザ」の作り方・及びその使い

方を伝え、身近なところから環境活動を

実践することを広めることができた。食

品を資材とする微生物活性酵素 

は、大人も子供も安全に作ることが出来

ることができ、有効に使用されている。

要望があった公民館で講習を実施したた

め市民からの「マイエンザ」関心が高ま

った。 

食品で、マイエンザを大人も子供も簡単

に作ることができることを体得できた。

このマイエンザに含まれるアミノ酸や乳

酸菌や酵素等の微生物は、名脇役に過ぎ

ないが、主役の土着微生物の養分となり、

水質浄化や農園芸で効果を発揮すること

を理解させ、参加者は、微生物の働きを

再認識し、環境保全への意識を高めるこ

とができている。特に今年度も、マイエ

ンザの基礎を住民にしっかり伝えること

をした。そのために、主役と脇役が相ま

って、環境活動の舞台を盛り上げること

を認識している。 

 マイエンザを利用している高齢者施設

や学校から、悪臭消しに効果があり、大

変喜ばれている。鏡校区産業文化祭時の

移動式トイレにマイエンザを利用し、悪

臭を消し、住民から感謝された。 

■ 活動の概要 

1.プール清掃時にマイエンザを利用する

と、塩素やゼット放水器等を使用しない

でもきれいに簡単に清掃できることが数

年前より学校職員に理解してもらえてい

る。（唐津市外からの要望もあった。） 

2.高齢施設においても悪臭消しに効果が

あったので、その施設職員・利用者にも

マイエンザ作りを実施した。 

3．要望があった市民団体にマイエンザ作

り・使い方の講習を実施したため、マイ

エンザを利用した環境学習の輪が広がる

ことができた。市民への関心が深まって

いる。 

4. 小川島小中学校全児童生徒・地域住民

からマイエンザ作り・活用の講習要請が

あり、その後も活用しているとの報告を

受けている(昨年に引き続き、今年度も実

施した)。 

5. 今年度も、市内２公民館へ毎月マイエ

ンザを配っているので、その効果が住民

に伝わっている。 

環境企画・

環境教育 
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マイエンザづくり講習会の様子 



 
かっぱ塾で水・水辺・自然環境を学ぶ事業 

かっぱ連邦笑和国 

◆ 所在地 〒847-1211 

     唐津市北波多岸山 154 

◆ 代表者 原田 清人 

◆ 設立年月日 平成 7年 11月 23日 

◆ 会員数 11名 

◆ 主な活動地域 北波多 

◆ 本事業補助継続年数 平成 23年～ 

◆ 補助額 166,460 円 

 

活動分野 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

子ども達が山や川に触れ、野菜の栽培

を通して自然環境を守ることの大切さ、

人と自然の関わりについて学び、考える

ことができた。また、初めて保護者を含

めた企画を取り入れ、市民に対しても水

辺環境保護の大切さの理解を深めた。 

■ 活動の概要 

・5月 12日（日）年間事業決定（総会） 

・5 月 12 日（日）開校式、玉ねぎ収穫

（かっぱ農園）、「ひまわり里親プロジェ

クト」連携ひまわり苗植え付け（同）、

カヌー体験（徳須恵川） 

・6 月 22 日（日）カヌー体験、水生生

物観察（古窯の森公園） 

・8月 4日（日）5日（月）キャンプ（長

崎県福島町キャンプ場） 

・8 月 25 日（日）カヌー体験、畑の手

入れ 

・10月 27（日）サツマイモの収穫と料

理、親子グラウンドゴルフ大会 

・12月 14日（土）そら豆蒔き付け、玉

ねぎ植え付け（スタッフのみ） 

・12月 22日（日）環境について考えよ

う（ビデオ鑑賞）クリスマスケーキつく

り 

・2 月 24 日（月祝）唐津焼体験（ネー

ムプレート、皿）、恵方巻 

作り、年間活動の振り返り（作文形式） 

※閉校式は新型コロナウイルス感染拡

大の防止、参加者の皆様の健康・安全面

を第一に考慮した結果、中止とした。 

環境企画・

環境教育 
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カヌー体験 

■ 活動の背景と目的 

 北波多の小中学生をはじめ、市内小中

学生とカヌーなどの川遊び、山野散策、

野菜づくりを通じて、北波多に棲む昆虫

や魚介類、植物に触れ、自然に親しみな

がら水環境、自然を守ることの大切さを

学ぶ。 

また、林間で一泊のキャンプを実施す

ることで、協調性を学びながら海辺の生

き物について学習する。 

 このことにより、身近な自然環境の価

値を再認識し、環境問題を自分のことと

して捉え、環境を守り育てることのでき

る人材を育成する。 



 

玄界灘の大規模サンゴ群集の保全に向けた 

モニタリングと啓発活動 

NPO法人玄海灘を守り育てる会 

◆ 所在地 〒847-0013 

     唐津市湊町 125‐12 

◆ 代表者 浪口 志郎 

◆ 設立年月日 平成 23年 4月 13日 

◆ 会員数 18名 

◆ 主な活動地域 唐津市 

◆ 本事業補助継続年数 平成 30年～ 

◆ 補助額 397,146 円 

 

活動分野 

■ 活動の背景と目的 

 玄界灘に面した馬渡島には、大規模な

枝状サンゴ群集があるが、現状把握と保

全の検討が全くなされておらず、市民に

も知られていない。そこで、この貴重な

サンゴ群集を唐津市民が持続可能に利

用するため、体験型環境学習と保全に向

けた取り組みを開始したいと考えた。 

活動内容 

■ 活動の結果と効果 

・リーフチェックにより玄界灘の温暖化

による影響を地域住民及び漁業者とと

もに共有し、交流することができた。 

また、玄界灘の現状の動画を撮影するこ

とができた。 

・サンゴワークショップを夏祭り会場

で行うことで実際に参加した子どもの

数は少なかったがその保護者やまつり

の来場者にも唐津の海の状況やサンゴ

のことを伝えることができた。 
■ 活動の概要 

玄界灘に面した馬渡島にある大規模

な枝状サンゴ群集について、保全の検討

に向けた現状把握のためサンゴ礁モニ

タリングを行う。 

1.現状把握 

「リーフチェック」を用いてサンゴ群集

をモニタリングすることで環境保全に

貢献する。 

【一回目】8月 17日 

【二回目】１月 9日 

2.環境学習・普及啓発活動 

サンゴ骨格を使ったワークショップと

サンゴの解説により、サンゴについて知

る体験型環境学習を行った。 

〇日時：8月 17日（土）17時～20時 

〇場所：市民会館前（夏！フェス三の丸

のブースとして出店） 

環境企画・

環境教育 
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リーフチェック参加者と 

サンゴワークショップの様子 

唐津の海のサンゴ（定点観測用の目印） 




